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ア カ ガ イ 資 源 調 査

高 橋 克 成 ･佐 藤 敦 ･田 中 俊 輔 ･塩 垣 優

は じ め に

陸奥湾におけるアカガイの資源量は､昭和40年頃か ら減少の一途をたどり､漁獲量も減少 してきた｡

当センターでは隔年ごとに資源調査を行なって釆たが､今回はその後のアカガイの分布､資源量を把握す

ることにより､漁場管理 と増殖対策のための基礎資料を得るために本調査を実施 したo

なお､調査に当っては､横浜町漁協､陸奥湾アカガイ漁業振興組合各位および､調査船の運航に当ら

れた小文三郎氏､浜田菊松氏､平尾武志氏に深 く謝意を表す｡

調 査 方 法

調査期 日 昭和 48年 10月 5日､ 6日

調査場所 陸奥湾内の共同漁業権外漁場の 53地点 (第 1図表照)

使用漁具 アカガイ桁網による底曳漁法

曳網条件 A 北 斗 丸 (2.99t) 桁巾 1.95m 曳網速度 61.5m/分

B 第 8大福丸 (2.98t) 〝 1.45m " 46.4m/分

C 斗 南 丸 (3.72 t) 〝 1.52m " 68.4m/分

気 象 風力 :0.- 3の範囲｡ 波浪 :0- 2の範囲､大部分0-1で静穏.

調査項 目 底生生物の個体数､アカガイでは生貝､-い死貝数､アカガイ､-ゾイシカゲガイの個体

測定､調査地点の水深｡

-い死貝の区分 新- ---殻皮が殻の全面に保たれているもの

中古 ･-･- 〝 1/ 2以上保たれているもの

古- - -･ 〝 1/ 2未満のもの

調 査 結 果

アカガイの分布

アカガイ桁網で採集 した底生生物の個体数を文末の付表に示 した｡ アカガイは14地点で計20個体採集

され､曳網面積 2,000m2当りの生貝とへい死貝の分布を第 2､ 3図に示した｡

生貝は東湾を主体にまばらに分布 し､生息否度は過去の調査とくらべかなり小さい｡昭44､46年の調

査では夏泊半島西側に生息智度の高い海域があったが､今回はホタテガイ養殖施設のため十分曳網でき

ず､西湾では 1地点で 2個体採捕 したにとどまった｡-い死貝は横浜沖と脇野沢沖に分布の中心があり､

生貝とくらべ個体数が多か っT=｡

- 56-



青水増事業概要l第4号 (1975)

-571

第 1図 調査地点

第 2図 生貝の分布

/2,000m2当

網効率を

第 3図 -い死貝の分布

(同 上)
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殻 長 組 成

生貝とへい死貝の殻長組成を第 1表に示 した｡生貝は殻長 12- 13cmにモ丁 ドがあり､一万-い死貝

では新へい死貝が 5-15cmの範酔こほぼ平均的に出現し､古-い死貝では13m 台の貝が特別多いのが特

徴である｡-い死貝の新古の場所別の特徴を第 2表に示 した.横浜沖を中心とするA区は13m台の古へ

い死貝が多く､一方脇野沢沖のB区は 5-15cmの新-い死貝が多い特色を示した｡またAとBの中間の

黒崎沖の貝はB区に近い特徴をもち､野辺地寄りの貝は中古-い死貝が多かった｡

第 1表 生貝､-い死貝の殻長組成

殻長区分(a) 生貝 へ い 死 貝新 中古

古 計5 0 3 0 0 3

6 0 1 0

0 17 0 1 2 0 3
8 1 7 0

0 79 0 2
2 1 510 2 5 0 0 5

ll 1 3 2

2 712 7

8 3 3 1413 6 5 3 22 30

14 1 5 7 4

1615 1 3 0
2 516 0 0

1 0 . 1計 -*19 43

20 34 197% 17 37 17 2

9 83☆ 1個測定不能､実際は 20個 第 2表 2

海域の-い死貝の比較殻長区

分(cm) A 横浜沖 B 脇野沢沖節 中古 古

新 中古 古5

1 0 0 2 0 06

0 0 01 007 1 2 00 0

08 1 0 04
009 0 0

1 1 1 010 o(1)

0 03 0 0ll 0 1 2 2 00
12 2(

2) 0 3 4(2) 0013 1(2) 0 15 1(2) 0 4
14 1 0 2 2

3 015 0 0 0 2̀ 0 116 0 0
00 00計 7(5) 3 23 22(4) 4

5潔 21 9 70 71 13 16( )内は生

貝数､%には含まない｡殻 長 と 重 量今回採捕した20個体のうち測定できた19個体の殻長別の重量と､販売用の重量区分を第3表に示した

｡第 3表 アカガイの個体測定結果殻長測定平均殻長
殻 高殻 巾 全 重量肉重 量 ･殻 重 量 肥 満 産 野売区分個体数(cm) (C7n)(cm) (g) (の

(9) サイズ8 1 8.5 6.5 4.8 1

40 50 50 188 小中大

10 2 10.5 7.6 6. 1 253 102 105 208ll 1 11∴8 8.8 6.4 316 124 10
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資 源 量

資源量を下記の式で求め東湾 (st.1-37)では34.2万個､ 153.3トン､西湾 (st38-53)■では不十分

な調査であるが 3.3万個､17.2 トンを得た｡

資源量､個 (Kg) -調査面積×
曳網面積当りの平均漁獲量､個 (Kg)

面 × ･剛 1匪効率

調査面積 ;東湾 303.4Kmミ西湾 107.8Km2

曳網面積 ;0.002Kmミ桁網漁獲効率 0.17

メガロペ ソトス

53地点の うち生物が採集されたのは51地点である｡最も多地点で採集されたメガロペソトスはスナヒ

トデ (49地点)で＼以下ヒ トデ､-ゾヒバ リガイ (30)､ コモンイモナマコ､エゾイシカゲガイ (30) ､

ニッポンヒ トデ (26)､キンコ (20)､ニチリンヒトデ､オカメブソブク､スボヤ (13) などである｡

各地点における優占種 2種の出現状況を図示すると第 4図のようになった｡

第 4図 メガロペソス ト優占種の

分布

A ;芸ガ蔓 り言>-ゾヒバ リガイ

B;スナヒ トデー-ゾヒバリガイ

C;スナ ヒトデ ー ヒトデ

D;スナヒ げ < 霊 1/言三;崇

E;スナ ヒ トデ ー キ ン コ

第 5図 工ゾイシカゲガイ(左)と-ゾヒバ リガイ(右)の個体数分布 (個/ 2,000〝㌔)
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A区をのぞいてすべてにスナヒトデが優占している｡採集個体数 (全種)はA区が最も多く､以下ほ

ぼB､C､D､Eの順になっている｡アカガイ他の二枚貝にとって顕著な食害生物であるヒトデは東湾中央区

のC区に多い｡SI.53ではスボヤのみが特別多く採捕された｡

アカガイにつづいて重要な資源である-ゾイシカゲガイの個体数分布を第 5図に示した｡アカガイと

同様の方法でその資源量を求めると､東湾 220万個､ 286 トン､西湾 104万個､ 138トンである｡また

-ゾヒバリガイはほとんど東湾から採捕され､その資源量は東湾で791万個で二枚貝中最も資源量が大

きい｡

考 ･寮

生貝の分布､資源量について

生貝の分布は昭46年の調査結果とくらべ､-ゾイシカゲガイとともに生息密度が著しく減少している｡

これは資源量がそれだけ減少したと考えるのは早計と思われる｡桁網曳網による調査では､漁獲効率が

気象条件や曳網技術で変化することはよく知られている｡そこで46年と今回の曳網条件を比較すると､

気象条件は共に静穏でほぼ同じであるが､曳網速度は 46年が約 30m/分であるのに対し､今回は46-

68m/分と速い.曳網速度が速いと漁獲効率の低下が予想され､生息密度を小さくする原因になる.普

た昭48年 5月横浜町漁協のアカガイ試験操業時に得た陸奥湾東北海域における漁獲量と比較すると､同

一海域で組合側では 1曳網2,000m2に換算して 152回曳網 (2隻分)で 467.2個採捕 し､平均 3.07個/

2,000m2であった.一方本調査では15回曳網で10.5個採捕し平均 0.71個/ 2,000m2であった.この値を

単純に比較すると本調査の漁獲効率は組合の 4.3分の 1である｡

組合側がアカガイの生息密度が高い場所を集中的に曳網する傾向のあることと､気象条件が異ること

の2点で問題はあるが､漁獲効率を組合による調査なみのものとして計算すれば､東湾の資源量は

153･3× 4･3- 659.2トンと計算される｡従がって､東湾の資源量は 153- 659 トンの範囲にあるもの

の様である｡

へい死貝の分布について

-い死貝の採捕個体数が全体の83% と高く､とくに近年-い死したと思われる新-い死貝が生貝の2

倍以上採捕されたことは､アカガイの自然減耗を考えるうえで意味のあるデータになるかと思われる｡

ここで問題になるのが､新 ･中古 ･古-い死貝の-い死後の経過年数である｡-い死貝殻皮の離脱の進

行むも 紛 1;おかれている海底状態で差が生じてくるとはいえ､古い-い死貝の多い横浜沖のA区は昭44年

当時生貝の生息密度が高かった場所であり､また新-い死貝の多い脇野沢沖のB区は昭46年当時生息密

度が比較的高かった場所であることは､殻皮離脱の進行年数を明らかにする為の泰考の 1つになるかと

思われる｡いずれにしてもへい死貝についての調査は今回が初めてであるため､比較するデータがなく

不明な点が多い｡ しかし長期的な資源の動態を明らかにするうえで泰考となるものを含んでいるとも思

われ今後の調査結果に待ちたい｡
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過去の資源調査結果などから得た知見

アカガイの殻長組成の推移と天然採苗成績

昭和32年から48年までの資源調査結果をもとに､殻長組成の推移と障害輪から求めた成長曲線を第6

図に示した｡図の縦軸は曳網面

積10Aa当りの採描個体数 (殻長

別の合計が資源量に比例する)

と時間を示す｡成長曲線は冬期

間に障害輪が形成されるとみな

し､数字は貝の発生年を示す｡

また､それぞれの年における浮

遊幼生の出現量､採苗器当りの

付着椎貝数､資源量､漁獲量を

同じ図の右側に示した｡

BBE38年当時は33年発生の若令

負 (5年貝)が多数採捕された

0

0

0

0

0

6

4

2

6

採

捕

個

が､その後､貝の老令化が進み 体 40

資源量も減少 し現在に至ってい

る｡昭48年に最も多く採捕され

致

/
ha
10

0 2 4 6 8 10 12 14

20

と 4

た貝は､昭35年から39年にかけ 期

て発生 した 13-9年貝が占めて 間

いると考えられ､老令化を物語

っている｡ しか し新へい死貝

(48年調査 ･黒塗)には若令貝

がみ られることから､資源の添

加が行なわれていないとは言え

ないが､その量は少なく､また

成長の途中で-い死する貝が多

かったとも考えられる｡

付着椎貝数の推移と資源量の

推移を比較することにより､資

源量の増沸ま付着椎貝数のそれと

は直感結びつい七いないように

思われる｡
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付表 底生生物採捕結果

調 査 地 点 1 2 !3 4 5 6 7 8 9

10 ll 12水 深 (m)- 31 35 23 39 37 37

43 41 41 27 42 42曳 p網 時 間 (分) 10 10 1

0 20 15 ll 10 10 10 ll 10 15曳 網 面 積(10×m2) 208 208

208 480 312C 229 240 240 240 229 240 202調 査 船 C C C

A C A A A C A Bア 生貝数 (1曳網

) 1 0Iio 3 0 1 0 0 0 0 2 0ヵ 条死貝 ( 〟 ) 1 7 0 0 14 12 2 0 0 0 1 0
ガ 生 貝(2,000nf) 1.0

- - 1.2 9.0 0.9 - - - - 1.7イ 舞死貝( 〟 ) 1.0 6.7 - -

10.5 1.7 - - - 0.8底生生物 ( 〟 )

一-■ エゾイシカゲガイ

- - - - 1 - 1 - 1 -

- 2ト リ ガ イ - - - - - - -

- 1 - 2 -埠負 - ゾヒ/<

1)ガイ 22 2 39 15 4 3 4 9 ll 22

14 -エ ゾ イ ガ イ - - - 1 - -

4 2 - - - 1ホ タ テ ガ イ - - - - -

- - - 1 - - -類 コベル トフネガイ - - - - - - - - 4

-そ の 他 - - - - - - -

- - -ヒ ス ナ ヒ ト デ 36 48

5 15 44 33 42 7 10 5

19 56ヒ ト デ - 12 8 1 6 9 2

2 - 9 4 14ト.-●7~ ニ ッポ シヒ トデ 2 -

4 6 3 2 - - 5 1 1 3類 ニチ リンヒ トデ 4 - 2′ 1 1 -

- - 1 2 -そ~ の 他 1 - 3 -

- - 2 1 4 -ナ コモンイモナマコ 3 - 1 1 1 7 2 -

- 4 4マコ キ ン コ 1 7 1

2 1 - 5 - 7 1類 そ の 他 - - 1 - - - - - - -

-ウ ツ ガ ル ウ ニ 4 - 436 - -

- - - 1 13 1●ブ-/.フ
ク そ の 他 ウ ニ類 - - - - - - - -

- - -オカメブンプク - - 2 - 24 2 - - - -

その他 ブソブク - - - -
- -
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13 14 15 716i 17 :18 19 20 21 22 23 24 2

5 26 27 2843 43 41 33 41 46 45 47 4

5 33 48 48 49 49 47 4815 15 10 25 1

0 15 15 20 15 15 15 15 20 15 15 15202 202 240 520 240 202 202 269 360 312

202 202 480 360 360 202a B A C A B B B A C B B

A A A B0 0 2 0 1 0 1 0 0 0 2
1 1 1 0 01 8 2 0 3 3 2 1 5 0 0 1 2

00 1- - 1.7 - 0.8 - 1.0 - - - 2.0 1.0

0.4 0.6 - -1.0 7.9 1.7 - 2.5 3.0 2.0 0.7 2.8 - - 1.

0 0.8 1 - 1.0Ii

J 2 2 4■ - - 4 5 6 2 - 10 12 4 7

3 1- - - - - - - - -

- - - - - - -10 5 10 69 1 - 4

- 13 32 9 - 1 3 6 61 - - 6 1 - - - 3 3 - - 1

- 1 -- - - 1 - - -

- - 3 - - - 1 - -- - - 12 - - - - - 39 - -

- - - -- 1 - - - 1 -

- - - - - - - - 247 14 19 4 12 86 51 27 ll 45

75 98 5 2 7 304 7 2 - 4 42 15 8 2 - 10 14

- - 1 -2 3 2 - 2 - -

- - 1 - - - - - -- - - 1 - - - - 3 - - - -

- -- - - 8 - - - - 1

2 - - - - - -8 1 2 - - 4 5 5 1 - - - - - -

4- - - 14 - - - - 1

28 - - - - - -- - - - - - - - - 1 - - - - -

1- - - 81 - - - - -

6 - - - - - -- - - - - - - - - 1 - - - -

- -- - - - - - - - - - 2 - -

- - -- - - - -
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付表 底生生物採捕結果 (つづき)

調 査 地 点 29 30 31 32 33 34 I35 … 36 3

7 38 39水 深(m) 51｢■〇 t盲 43Ii14 49 52 46 52 53 ! 52 55 52 50曳 網 時 間(分) 15

15 ll 15 15 12 10 10 10曳 網 面 積(10×∽ 2) 120 291 202 360 229 202 360 250 13

5 240 240調 査 船 JA .! C a A .C B

A C a A Aア書生 貝 数(1曳網) oi oOl13
1 0 0 1 0 0 0 0 2カガ i発死貝数( 〟 ) 1 3 .3 4 1 0 2 0 2生 貝(2,000〝㌔) - - 1.0 - - 1.0

- - - - 1.7イ 舞死貝( 〟 ) - 8.9
1.0 1.7 2.6 4.0 0.6 - 3.0 - 1.7底生 生 物( 〟 ) II▲

- -ゾイシカゲカイ 2f'5 - - 16 _l- 1.

- -秩負類 ト リ ガ イ -

- - - 4 ! 4寺ii

i書 31I -- ゾヒバ リガイ ■ - 1 - 1 1 2 1

- ゾ イ ガ イ - - - 2I

- -'ホ タ テ ガ イ - - -

- -コベル トフネガイ - - - - -

そ の 他 1 2 - - 2 3

-ヒト_ヾ ス ナ ヒ ト デ I21呈 60 35
13 12 30 16 蔓 31 ! 27 18ヒ ト デ -J 6 1 - - 1 -

ニッポ ンヒトデ iJ! 2 1 I 2 1 I 4

-フ一類 ニチ リンヒ トデ f i I5 , -

1 - - i 2I 3 1そ の 他 _i辛 -

一 - I 3 - -ナ コモンイモナマコ - 6 ! 1 3 5 4 1 l - 3 -

マコ キ ンノ コ - 1i - 2I
5 - - i 16I 1 2類 そ の 他 -F一 - - -

- - - -ウ ツ ガ ル ウ ニ -l l - - 3 - - (1,000 )

i - -●～そ の 他 ウ ニ類 -I ? -

- - - - - -フンヽヽ オカメブンブク -蔓草 12 - 1 4 ii 4 F

-フク その他ブンプク + - - - -

- 3 -ホヤ類 J ス ボ ヤ - 1

- - 2王 - - 9 - -

マ ボ ヤ
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｢I 40 41 42 I43 44 45 46 47 48 49 50 51 ー

52 53 !個 7採56 54 I 5 5 - 59 155 葺 56 50 4

6 56! 55 35 皇30 f体 !#ll 10 15 10 10 12 10135 i書 15蔓202( 10
10135 13270 10208 10 !蔓 8i 数 主地上点229 135 360 240 240 250 1

35 208 166C 良 A A ! Ai C lB i B 良

B C C 圭 C C 計 計i O 0 0 0
0 0 0 I 0 0 0 0 0ii O 0

2097 蔓 ;74I0 0 0 0 0 0 1
1 0 0 0 0 i

! oIl 0- - - - - - - - -
- - 卓 - - - 15.8i - - - - -

1.5 1.0 - - - - -? 79.9

2 - 9 な 2 - 10 6

1 I 13 2 2 - 138 30- ∫ - 1 1 - - 1 - -

蔓!Iな iIi‡ 6 5- - - 2 -
- - - I 330 32- - - - -

- - - - - 25 12- - 2 - 21 - - 2

I 1 32 8- - - - - -

- - - - F 58 4i - - - - - - - i - - - ll 7

5 99 - し 4 15 24 ll 6 13 5 10 し - 1認9 49tlIifi -

3 3 - 4 - 6 2 1

- 205 321 4 1 3

- 1 1 1 - 59 26- -

- - - - - - - - 27 13- 6 - - - - - 1 - - -

44 ll- 3 - 4 - - 3 6 15 - 3f - 111 3

biI - - 1 - - - - -

- - 5 102 20‡II - - - - - - - - - - 1

4 4- - - - - - - -

- - - …I - (1546) 10

I - - - - - 1 - -
1 3 31 - - 1 - 1 6 - - - 64 1

3- -




